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F. Engels; L“d，ι匂 Feue，rbach切手"da.l!r Ausga匁gde'l' klas!iIchen deutsche.n Phdo四 t>hu，1888; A 
Cornu: Karl Marx und die Entwicklung des mod由!，
且b町v叩G出包附3雪bild向旬"吋.gdBS M.α肝".抑包u叫肌a“蛇sι，1四9日j 脊木靖三訳「マJルレpスと占近丘代恩想」昭和3目1年 A:Y COTnn E刊ヨ
Ka町γrlMa府v何x包u仙脚6ω叫，銘ndFl削 d仰附chEn吋g肝'els" Le品b.帥，飽包 帥叩包d 防w匂"油'k.1目95臼3 さらに A.Ku凹rella: Der Me帥，旬刑包何叫s“chals 
Schopfer seine'1 S(Jlbst " Beit'l'age zum $ozialislischen H1tma制 smus，1958 藤野渉訳 f疎外とヒ
ュ マニズム」昭和42年 T.1. Ol13epMaH φop訓~p08aftue o叫'"仲叫 Map/C抑制a，1962森
宏 訊「マルクス土義哲学の形成」昭和四年。 この種の研究の中で私が教えられるところの大
きかったのは 次の研究であるロ W. Schu:Ienhauer ; Feuerbach und der junge Marx.-Zur 
Ent.s teh~;ngsgeschichte der J，farx吋chenWeltansckauung， 1965 この中ぞは マノレグスとフォイ
エノレバッρ の関慌が，社会主義理論の成立とし、う点、で握えられyプォイェルバッハボ社会主義理論
の完成者土して，マルクスに対し強い野響を与えたことが述べられている。そして両者の緊密な
る同盟関係を1一万では今まで知られていなかった両者の往復書簡 (KarlMar% an Ludwig Feu-







根拠をもっ肯定的なものを対置することにより z へーヶaルを真に批判した。 に依りながら，














」の種の研究は， J. Plenge: Marx und H~ge:l ， 1911 に端壱発し-<，レクス解釈には種々相
異壱もちつつも M. Friedrich: Pkilosophie u鈍dOkonomie beim j~糊gen Ma:rx， 1960; や E




と多る見解であり， さらには，マルクλ はバウアーとの共同作業 (D.Dauer: Dit! I'osaune des 
]ungsten Ger凶 t，拍>81'Hegel， den Atheisten und Antzchri.sten， 1841の仕事色マルクスが手























以上の三つの型の研究¢他にも W. Harich: " Uber Ludwig Feuerbach "， Deuische Zezt-
"h何iftfur Phuosophie， Jg. 2， 1954-.や本田謙三『社会史的思想史』にはフォイエノレバッハの




























2) L. Feuerbach: G1'U叫 satzeder Philosothie der Zu如何ft，1843 



























5) L Feuerbach: Vorrede zur zweIten Aufiage von “Wesen des Christentums "， 1843. S. 































8) L. Feuerbach: Vorlesungen uber das Wesen der Relig凹 n，1851， S.w.， Bd. 8， S.38，高
松監訳『宗教の本質』昭和12年. p 48ー (この書物は. 1848)，:Fの三月芋命の後p 著者がy、イデル
ベノレクの大学において.8年の暮から翌年の春にかけて講義した内移色 1851年に 冊の本にまと
めて出版したものである。〕













































































































10) L. Feuerbach: Das Wesen des Chnstentums， 1841， S.W.， Bd. 6， S.145，船山信一訳『キ
リスト教の本質~ (上)，昭和12年， p. 248 


























11) Ib，id.， SS. 42-43，前掲書 p.111 






















































l~) Ibui.， s.58，前福音 p.132-133 
13) Ibid.， S.59，前局書， p. 134 




























15) "Gott ist der Begnff der Gattung a[s eines Individums“Ibid.， S.184，前掲書， p. 300 




























50 (50 ) 第 103巻 第 1号























































し， その上に我と汝との対話壱， そしてさらには愛の共同体を構創し， そこに
人類から個人を区別しようとしたことこそが， かれをして「三月前期」 ドイプ
の重要なる思想家としたのであコた。
16) lbid.， S.246.前掲書(下巻) p. 40 
52 (52) 第103巻第l号
私は，この節において，フォイエノレパッハの宗教批判そのものの中にすでに
個人の確立へ向かわねばならない要素があることを指摘してきた。それゆえ私
は，悟性と心情との対話に始まるノォイエノレパッハの個人確立の論理を次稿で
明らかにしなければならなし、。
